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IHI グループは，さまざまなソリューションを提供する
ことにより，2035 年までにお客さまの現行 CO2 排出量を
50



51IHI 技報　Vol.61  No.2 ( 2021 )

ており，液体燃料とガス燃料の価格差の関係から経済性の
メリットが得られるケースもあるため，ガスエンジンを利
用した CGS への期待が高まっている．
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IHI 横浜事業所の CGS 発電所のシステムフローをୈ 1

ਤに示す．1 次冷却水，2 次冷却水，潤滑油，燃料ガス，
空気（エンクロージャ内で完結），排ガスの 6 系統があ
り，以下に設備のシステム概要について述べる．

3. 1ɹઃඋͷγεςϜ֓ཁ

3. 1. 1ɹྫྷ٫ํࣜ

ガスエンジンの冷却には 1 次冷却水と 2 次冷却水を用
いている．両者は独立しており，1 次冷却水はガスエンジ
ン本体を冷却後に，熱交換器を介して 2 次冷却水で冷却
し，再びガスエンジンを冷却するために循環している．潤
滑油についても同様にして熱交換器を介して 2 次冷却水
で冷却し，適正温度に自動制御している．1 次冷却水およ
び潤滑油と熱交換を行った 2 次冷却水は，2 次冷却水冷却
塔へ移送され，冷却塔ファンで大気と熱交換して放熱を

行っている．
3. 1. 2ɹ५׈༉ܥ౷ͷγεςϜ

ガスエンジンと発電機を載せている台床の内部は潤滑油
のオイルパン（以下，潤滑油サンプタンク）となってい
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3. 1. 4ɹۭܥؾ౷ͷγεςϜ
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28AGS シリーズの効率向上のため，適用した要素技術
の例を以下に述べる．

4. 2. 1ɹ༧೩ম͔ࣨΒओ೩মࣨ΁ͷՐԌδΣοτదਖ਼Խ

28AGS で採用している予燃焼室付き火花点火方式で
は，点火プラグの放電火花を点火源としている．予燃焼室
に直接供給したガス燃料は，主燃焼室から流入した空気と
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排出量を削減可能である．
5. 2ɹ୤঳ઃඋ

脱硝設備とは，ガスエンジンの排ガス中に含まれる
NOx を低減する装置一式のことであり，脱硝反応器，尿




